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自治労県職連合・自治労県職労定期大会特集

9月3日(水)14時～Ｌプラザで開催
定期大会で活動方針を確立しよう！

～誰もが安心して働くことができる労働環境、働きがいのある職場づくりをめざして～
9月3日（水）午後2時から、かながわ労働プラザ（Ｌプラザ）において、自治労県職連合第6回定期大会及び自治労県職労第32回定期大会を開催します。

県関係職員を取り巻く労働環境は依然として厳しい状況ですが、皆さんが安心して働くことができる環境、働きがいのある職場づくりを実現するために、活発な議論をして活動方針を確立しましょう！
今回から3回に分けて「2015年度活動方針案」を掲載しますので、ご意見をお寄せください。

◇◆◇2015年度活動方針案①◇◆◇
１．納得のいく賃金決定を
（１）基本賃金
①「給与制度の総合的見直し」に対する取り組み

　　・　今夏に人事院が勧告しようとしている「給与制度の総合的見直し」は、2006年度の「給与構造改革」と同様に、地方にとっては給与水準の引き下げ以外の何ものでもありません。

　　・　神奈川県では、地域手当の「引き上げ」によって、手取り金額は変わらないかもしれませんが、給与月額は引き下げられ、その結果、給与月額を算定基礎とする退職手当も引き下げられます。

　　・　また、「現給保障」が導入されれば、事実上何年も（高齢層は退職まで）昇給しない2006年改革の悪夢が再現されます。

　　・　地方の実態と相容れない制度の導入阻止に向けて、自治労・公務員連絡会の取り組みに参加します。

　　・　人事院勧告がどうあれ、国の制度に安易に追随しないよう県人事委員会に対して強く要請します。

②人事委員会に対する取り組み

・　昨年、県人事委員会は、民間との較差があったにもかかわらず、県職員の給与改善の勧告を行いませんでした。

・　この数年の「人事委員会勧告・報告」では、公務員の労働基本権制約の代償機関としての役割を果たしているとは思えません。

・　こうした状況を改善させるために、自治労に結集する関東甲信越静の県職労とともに、9月5日に開催される関東甲信越静人事委員会事務局長会議において、申し入れを行います。

・　また、県労連としても、これまで以上に人事委員会に対する取り組みを強化し、県職員の生活を維持・改善できる勧告を求めていきます。

・　万一、内容に疑義のある勧告が出された場合は、県人事委員会に対して説明責任を果たすよう求めるとともに、必要に応じて情報公開制度の活用等、緊張感を持って対応します。

③独自賃金削減の終了の取り組み

・　他県や民間企業では、収支の改善に応じて、職員の賃金カットを当初の労使合意期間より短縮したり、カット率を縮減しているところがあります。

・　神奈川県においても、緊急財政対策本部は解散し、黒岩知事が「成長エンジンを回す」としていることからすれば、当然、来年の4月を待たずに独自カットを終了できる環境は整ってきていると考えます。

・　労使合意事項の重みはありますが、昨年度の突然の「7.77％カット」の経緯を踏まえれば、年度途中での独自カットの終了やカット率の縮減は、今期確定交渉の中で議論されてしかるべきです。

・　当然ですが、最低限、来年3月末での独自カットの終了は確約させます。

④初任給・若年層の賃金改善

・　昨年の県人事委員会報告によると、神奈川県の大卒初任給は196,680円で民間企業の初任給203,012円を6,332円大きく下回っています。

・　神奈川とほぼ同様の千葉県では、民間給与との較差（355円/0.09％）を埋めるために、初任給を2,000円引上げ、若年層の給料表を引上げました。

・　高齢層は民間並（比較方法は誤っていますが）に引き下げ、初任給・若年層賃金を民間以下に据え置くということは、生涯にわたり賃金カーブを押し下げ、現在の若年層職員や今後県に就職する若者たちの生涯賃金を大幅に引き下げる以外の何ものでもありません。

・　初任給・若年者賃金の改善を強く求めていきます。
⑤昇給制度の改善

・　当局は交渉で、「行政職１給料表5級以上の占める割合が全国トップクラスで、これ以上の昇給改善は難しい。」と主張していますが、総務省の調査によれば、5級の占める割合は全国で13位。一方、7級以上の占める割合は全国で2位です。つまり、「トップクラス」は幹部層であり、一般職員を「お手盛り人事」の隠れ蓑に使っているのです。

・　また、2011年度の退職時の行政職１給料表6級到達率は、国は65.5％（さらに上の「指定職」は除く。）ですが、神奈川県の場合は52.9％です。退職金を含めた生涯賃金では、神奈川は決して「国を上回っている」とはいえません。

・　55歳時点での行政職１給料表5級到達が年々低下していることを踏まえ、昇任昇格の改善を求めます。

⑥臨任・非常勤職員の賃金水準の改善

・　今年の4月から、臨時的任用職員の賃金の上限が改善され、地域手当を含めると約14,000円引き上げられました。

・　これまで、非常勤職員の報酬単価は基本的に臨時的任用職員の賃金と均衡しており、今年度は非常勤職員の報酬単価の引き上げに全力を挙げます。

⑦県関係団体職員の賃金改善

・　独立行政法人や第三セクターの組合と連携し、安易な県準拠による賃金水準の引き下げを阻止します。
（２）調整額・特殊勤務手当
　　①　調整額・特殊勤務手当については、十分な調査、交渉を求めます。

　　②　一方的な見直しは許さず、新たな措置についても検討させます。
（３）人事評価制度
　　①　「いたずらに差をつけるものではない」「地道に努力している職員を評価する」との人事評価制度導入時の確認を踏まえ、運用していくよう求めます。

②　人事評価制度導入後の時間経過を踏まえ、その制度や運用について、組合員への啓発を進めます。

③　人事評価制度導入後、一定の期間が経過したことを踏まえ、制度全般の検証を求めます。
次号へ

くりえいてぃぶNo.９３７掲載で、自治労通信（自治労の定期刊行物）７・８月号に掲載された、香山リカさん（精神科医、立教大学現代心理学部映像身体学科教授）の記事を一部紹介しましたが、今号ではその後半部分を掲載します。
～心のゆるめ方、気にしない技術～香山リカ

どうしようもない時には

　さてここで、自分でできる簡単なストレス軽減法をお教えしましょう。仏教の瞑想にヒントを得た「マインドフルネス療法」といわれるものです。

　「マインドフルネス」とは「気づき」という意味、つまりいま頭の中で生まれているネガティブな感情やマイナス思考も否定することなく、まずはそこに目を向ける。でも、どっぷりとらわれることなく、「おっ、また怒ってるな」「落ち込みモードに入ったぞ」とどこか“ひとごと”のように眺める練習をするのです。“ひとごと”として自分を眺めると、「腹が立ってどうしようもない」「生きていたくないほど気が滅入る」という感情もふと弱まります。そこで、「まあ、いいや。じゃ、バイバイ」とその感情を丸めて捨てたり、宙に放り投げたりするイメージをするのです。「気づく、眺める、捨てる」のワンセット。これだけで、どうにもならない感情からかなり解き放たれます。

　また、このマインドフルネス療法では、休みなく働いてくれている私たちのからだにも、十分に注意をむけます。そこでも自分で意志的にからだを動かすのではなく、「空気が鼻から入りました、出ていきました」「右足上がりました、地面に着きました、左足上がりました」とあくまで“ひとごと”のようにからだの動きを眺めてみる。すると、いつも自分が気づかないときにも一生懸命、動いているからだのすばらしさに気づき、同時に否定的な感情が何かちっぽけなものに見えてきます。

　このマインドフルネス療法の基本は仕事をしながらでもできますが、できれば朝の５分、昼休みの５分に、自分の心の中やからだの動きに集中して注意をむける時間を作りたいものです。いわゆる「座禅」のように無の境地になるのではなく、むしろ「おっ、おなかが動いた、ため息が口から出た、右足にかゆみが生まれた・・・」と忙しく自分を実況中継するのがコツです。

　このようにいま、いろいろなストレス対処法の本なども出ていますが、基本はやはり「ストレスを認めること」、そして「自分をほめること」、「弱音を吐ける環境を作ること」です。

　私もとくに東日本大震災の被災３県で働く自治体職員の方々のために、「自治労ほっとダイヤル」という電話相談を中心とした支援のお手伝いをさせていただいております。ぜひホームページをチェックして、気軽にお電話くださり、たまには弱音も吐いてみてください。

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































